
大梁、小梁、鋼板類ほか

胴縁

柱

ベースプレート、ダイアフラム

Fc18N

基礎･基礎梁下 土間コン下

 ■ 建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれ

　　がないものとすること。

 建築設備の構造方法

 ■ 建築物に設ける給水、排水その他の配管設備、給湯設備並びに屋上水槽等は、風圧、土圧及

　　び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して、安全上支障のない構造とすること。

　　給湯設備は、満水時の質量が 15kg を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障

　　のない構造として、平成12年建設省告示1388号第5に規定する構造方法によること。

平成  年  月  日

C種

隣地

Ｎ
値

 
色
調

 
　
記
号

 
土
質

 
深
度

 
標
高

 
標
尺

標準貫入試験

試験杭

構造種別

高　さ

階　数

面　積

建物用途

建設予定地

　施工に関しては JASS5(2009) によるが、その中で注意すべき点を以下に示す。

　型枠の施工に関しては JASS5(2009) により、型枠の取り外し最小時期は下図による。

　コンクリートは JIS認定工場の製品とし、施工に関しては JASS5(2009) による。

150

荷卸地点における品質検査

ウルボン1275

定着工法継手形式鉄　筋　径

SD490

SD390

SD345

SD295A

材　　質

備　　考適用

圧接部超音波探傷検査

圧接工．技量試験

鉄筋引張試験

ミルシート

気乾単位容積重量

スランプ，空気量［荷卸］

項　　　目

３．３　試験．検査

註：圧接は「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」(社)日本圧接協会 に依る。３．２　鉄筋

　　剤を使用したコンクリートの場合は、ブリージング量の減少による初期乾燥ひび割れに注意する。

　　・レディーミクスコンクリート工場及びメーカーと設計仕様、高性能AE減水剤の種類等の打ち合せを行う。

　高性能AE減水剤を使用する場合は、以下の事項を実施することとする。

　工事によるコンクリートの単位水量は、特記仕様書による。但し、困難な場合は、高性能AE減水剤等を使用

　(3) 混和材料　JIS A6204によるAE減水剤

100％85％

設計基準強度の
設計基準強度の50％

２８

２８

２８

２８

２５

１７

１５

１２

８

１８

６

１０

１０

６

４

８

５

３

５

３

２

部位

セメント

種類

材
令（

日）

コ
ン
ク
リー

ト
の

存
置
期
間
の

平
均
気
温

5℃未満

15℃以上

5～15℃

の圧縮強度

コンクリート

梁下スラブ下

支柱せき板

スラブ下、梁下基礎、梁側、柱、壁

早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

高炉ｾﾒﾝﾄA種

ｼﾙｶｾﾒﾝﾄA種

ｼﾙｶｾﾒﾝﾄA種

高炉ｾﾒﾝﾄA種

ｼﾙｶｾﾒﾝﾄA種

高炉ｾﾒﾝﾄA種

普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

ｼﾙｶｾﾒﾝﾄA種

高炉ｾﾒﾝﾄA種

■型枠、型枠の取り外し時期

　　する。

　・供試体を現場水中養生にて保管する場合、現場内の水槽は、直射日光が当らないように、日除けカバーを

　・打設後散水などにより、5日間以上湿潤に保つ。

　・打設完了後に現場を巡回し、ふきこぼれ等に注意する。

　・鉄筋に沿って沈みひび割れが発生した場合は、再度コテで押え、ダンピング処理を行う。又高性能AE減水

　・寒冷地においては、コンクリートを寒気から保護し、打込後5日間以上コンクリート温度を2°以上に保つ。

■コンクリートの養生方法

■コンクリートの調合

　　・試験練後、実機試験を行い、スランプ・空気量の経時変化、押え時期等の確認を行う。

　　　の確認を行う。

　　・生コン工場に実績がない場合は、試験練を行い、フレッシュコンクリート及び硬貨コンクリートの性能

　　・調合計画書を作成し、単位水量、水セメント比等の確認を行う。

　し、極力目標値に近づける。

　調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ることとする。

■コンクリートの強度試験方法

■コンクリートの施工

■コンクリートの骨材、水及び混和材料の種別

　以上とし、そのうち4週用に3本を用いる。

　をおいた3台の運搬車からその必要本数を採取する。尚、供試体の数量は特別指示がなき場合は、1回当り6本

　又、打ち込み量が150㎡ごと又は、その端数ごとに一回を標準とする。一回に採取する供試体は、適当な間隔

　取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

　(2) 水　　　　水は JIS A5308による。　　　　　使用水：工業用水

　(1) 骨材　　　砂利及び砂は JIS A5308による。　細骨材：砕砂、山砂　　粗骨材：砕石

　構造体コンクリート現場の圧縮強度試験供試体(JISS5T-603)は、現場水中養生又は現場封かん養生とし、採

　　・表「型枠存置期間」以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

　　　てはならない。

　　・支柱の盛りかえは、小梁が終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをし

　　・盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材又は、これに代わるものを置く。

　　・支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

　　・大梁の支柱の盛りかえは行わない。又、その他の梁の場合も原則として行わない。

　　・片持ち梁、庇、スパン9.0m以上のはり下は、工事監理者の指示による。

■型枠の取り外し方法

　表　型枠存置期間

５N／mm2

40.0

35.0

孔口標高

(m)(m)

孔内水位

Ｎ値折線

基礎形状土質区分

調査年月日

調査地点

(m)

5.0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5040302010

SN490C

BCR295

STKR400

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書」(最新版)

備　　考

SSC400

SM490A

SS400

［現場溶接部］原則として全数検査

［工場溶接部］検査方法はJASS6に依る

超音波探傷検査

・工場自主検査

超音波探傷検査（全数検査）

外観検査（全数検査）

溶接部検査

・第三者検査（CIW認定業者に依る）

日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

註：鉄骨工事は指示のない限り下記に依る。

 種

屋    内

の確認
キャリブレーターに依るピンテールボルト軸力

４．５　試験．検査

備　　考

フランジ

溶接工技量試験［工場．現場］

スタッド溶接［品質検査.製品検査.技量試験］

ウエブウエブ

高力ボルト接合

現寸検査、製品検査

ミルシート

フランジ

５．地　質　柱　状　図

註：素地調整の工程は日本建築学会「鉄骨工事技術指針．同解説」による。

防錆塗装の種類部　　位

素地調整

４．３　防錆塗装

溶　接　接　合

柱継手部大梁継手部
継手形式

４．４　現場継手形式

高力ボルトすべり試験

高力ボルト現場締付検査

材料試験［鋼材．高力ボルト，スタッド］

備　　　考適用項　　　目

径材　質名　称

４．２　接　合　材

部　　位材　質

４．１　鋼　　材

４．　鉄　骨　工　事

支持地盤の深さ

造

ア　

7

6

5

4

1

2

3

日本建築学会規準および指針

当工事設計図

日本建築学会標準仕様書・同解説（最新版）

JASS18: 塗装工事

JASS7:　ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯｸ工事

JASS6:　鉄骨工事JASS1:　一般共通事項

JASS3:　土工事及び山留工事

JASS4:　地盤及び基礎ｽﾗﾌﾞ工事

JASS5:　鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ工事

杭の先端位置   

杭径 

鉄筋の材質

工法

杭の先端位置

杭長

杭径

（長期）

先端形状

継手

杭の種類,工法

地盤設計許容支持力

 50

Fc18N

土間コンクリ－ト設計基準強度

ア

ア

ア　

 Fq (N/mm2) Fc (N/mm2) 最小値(kg/m3)

単位ｾﾒﾝﾄ量の

最大値(%)

水ｾﾒﾝﾄ比の

杭支持力

有　　　　無

杭打試験は原則として行い，図示又は係員の指示に従う．

杭の支持力試験

均しコンクリ－ト厚さ

均しコンクリ－ト設計基準強度

　土間コンクリ－ト厚さ

　

敷砂利厚さ

敷砂利使用範囲

構

品質基準強度設計基準強度 スランプ

(cm)
種 別

２．５　試験・検査

２．４　場所打コンクリ－ト杭

杭長及び先端位置は地盤状況,杭打試験,載荷試験により変更することがある

１．１　建　物　概　要

１．　一　般　事　項

３．１　コンクリ－ト

コンクリ－トの設計基準強度

３．　鉄筋コンクリ－ト工事

要概

使用区分

（杭載荷試験．試験杭）

平板載荷試験

備考適用項　　　目

２．３　既　製　杭

２．２　設計地盤支持力

２．１　割　栗　地　業

２．　地　業　工　事

当工事の建築工事に関する見積および施工については下記の図書を適用する

１．２　適　要　図　書

工事名称

杭長

100

註：（社）鉄骨建設業協会「突合せ継手の食違い仕口のずれの検査・補強

　　マニュアル」参照

註：高力ﾎﾞﾙﾄ摩擦面のすべり係数値は0.45以上とする｡

ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

ﾀ-ﾝﾊﾞｯｸﾙ

中ﾎﾞﾙﾄ

A.BOLT

HTB

JIS G3101 規格品

JIS G3106 規格品

JIS G3350 規格品

JIS G3466 規格品

国土交通大臣認定品 MSTL-0142

JIS G3136 規格品

S10T

F8T

ABR400

SS400

SS400

SS400

M12

M20

M16, M20
トルシア形高力ボルト

国土交通大臣認定品 MBLT-0059

F8T: 溶融亜鉛ﾒｯｷ高力ﾎﾞﾙﾄ

JIS B1220 規格品

JSSⅡ13-2004

JIS B1221 規格品

JIS B1180 規格品

JIS A5540 規格品

JIS B1198 規格品

M16, M20

建築面積  意匠図による

軒高　意匠図による 最高高さ　意匠図による

■ 重ね継手 ■ 一般工法

高力ボルト：ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ 国土交通大臣認定品 MBLT-0059

国土交通省告示1464号

に関する溶接部の検査

鉄骨製作工場グレード

調査位置図 調査項目

JISK-5621(B種) 工場1回、現場1回

□ Ｒ グレード以上

M20, M24

M16

● 屋根葺材、外装材等は 令第39条 に適合のこと

● コンクリート養生は 令第75条 に適合のこと

Project  Date

 Drawing

 Architect

 Check

 Scale  Title Sheet No.

構造： 一級建築士　第344060号　構造設計一級建築士　第9920号　石倉 和浩

S-1－

2024.06.  

構造概要

長屋門・蔵

大阪府羽曳野市

地上　1 階　　地下　0 階　　塔屋　0 階

木造

100

GL-0.30m

2421 15 27055基礎,基礎梁 普通

D10～D13

□ Ｍ グレード以上

延べ面積  意匠図による

意匠図による

羽曳野市旧浅野住宅  長屋門・蔵

羽曳野市旧浅野家住宅

Lfe= 50 kN/㎡（推定地耐力）



Project  Date

 Drawing

 Architect

 Check

 Scale  Title Sheet No. 長屋門・蔵

構造： 一級建築士　第344060号　構造設計一級建築士　第9920号　石倉 和浩

－

2024.06.  

21,24

21,24

21,24

１．一般事項

２．鉄筋加工、かぶり

３．杭

４．基　礎

５．地中梁

６．柱

（１）　構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（２）　記号

（１）　鉄筋末端部の折曲げの形状

折曲げ角度

図

鉄筋の余長 4d以上 8d以上（※4d以上）6d以上（※4d以上）

キャップタイ

※片持スラブ上端筋の先端

（２）　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度９０゜以下

図 鉄筋の種類 鉄筋の径による区分
鉄筋の使用箇所
による呼称

帯 筋
あ ば ら 筋
スパイラル筋

上記以外の鉄筋

16φ

Ｄ16
以下 3d以上

4d以上

6d以上

8d以上

（３）　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

鉄筋の種類

定着の長さ

一般　（Ｌ　）　
下端筋　（Ｌ　）

小梁 スラブ

普通、軽量コンクリ

ートの設計基準強度

の範囲（Ｎ／㎜　）

特別の定着および

重ね継手の長さ

２ ２

３

ＳＲ235

35dフック付

45dフック付

25dフック付 15㎝フック付

35dフック付

45dフック付

135゜ 90゜180゜ 折曲げ角度90゜はスラブ筋・壁筋の

末端部またはスラブと同時に打ち込

むＴ型およびＬ型梁のキャップタイ

にのみ用いる。

図の　　印の鉄筋の重ね継手の末端にはフックが必要

（a～fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける）

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること）

所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合

杭 径

補 強 筋

ＨＯＯＰ

300φ、350φ 400φ 450φ 500φ 600φ

6－Ｄ13 8－Ｄ13 10－Ｄ13 8－Ｄ16 10－Ｄ16

Ｄ10－＠150

（５）　鉄筋のあき

（６）　鉄筋のフック

（１）　ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

（２）　現場打ちコンクリート杭

（１）　直接基礎

（ ２ ） 　 杭 基 礎

（３）　べた基礎

（４）　基礎接合部の補強

ハンチを付けた場合（a≧3）

（１）　独立基礎、杭基礎の場合

（２）　布基礎、べた基礎の場合

（３）　小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋

（５）　せいの高い梁のあばら筋

　　　　加工要領

（４）　水平ハンチの場合のあばら筋

　　　　加工要領

（１）　柱主筋の継手

（３）　帯　筋

（２）　柱主筋の定着

（４）　斜め柱・斜め梁

（５）　絞　り

（６）　二段筋の保持

余長

d

Ｒ

余
長

d

Ｒ

余
長

d

Ｒ

d

Ｒ

d

8
d
以

上

鉄筋の折曲げ
内法寸法Ｒ

d
Ｒ

間隔

あき0d 0d d d

間隔

あき

異径鉄筋 丸 鋼

柱

梁

φ
Ｌ

2

φ

補強筋

ＨＯＯＰ＠150

コンクリート止め板

基礎下端

φ

Ｌ
2

1
5
0

150

ＨＯＯＰ＠150

45゜

基礎下端

3－Ｄ16

但し　≦φの場合

　　　＞φの場合は工事監理者の指示による

杭頭処理

8
0
0
～

1
00
0

1
0
0以

上

φ

杭
主

筋
4
0d

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

へりあき200以上

斫り部分

ＣＬ

φ

4
5
d

ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接

10dまたは重ね継手40d

杭間隔は2φかつφ＋1,000以上

（各4ヶ所）

スペーサー

フラットバー＠3,000

主筋のかぶり厚さは

100以上とする

重
ね

継
手

b ba

d Ｄ

Ｄ

捨ＨＯＯＰ

1

45゜

ベース筋

a＝Ｄ　＋2dの範囲

　主筋間隔は200以下

bの範囲

　主筋間隔の1.5倍かつ300以下

ＣＬ

斜め筋　3－Ｄ13以上

1

2
0d

以
上

かぶり厚さ

フック付

2
0d

以
上

フック無し 余長4d

Ｃ Ｌ Ｃ Ｌ

20d 40d （片側）（両側）

Ｌ
　

or
Ｌ

2
3

①

②

ａ

1

7
0

4
0

Ｌ

≧
15

d

2

1

Ｌ1

Ｌ
1

2Ｌ

2
Ｌ

45゜～60゜

2－Ｄ16以上
Ｗ1

3
－

Ｄ
1
3

Ｈ

300

2
Ｌ

梁
幅

※ ※ ※

※
※

※

（定着、継手）

（定着、継手）

2Ｌ

Ｌ1

2Ｌ

2
Ｌ

2
Ｌ

2Ｌ

※
※

15d 15d

0

0 ／4 0 ／40 ／2

外 端 部 内 端 部

15d

0

0 ／4 0 ／40 ／2

外 端 部 内 端 部

15d

20d20d 2Ｌ

2Ｌ

2
Ｌ

2
Ｌ

※ ※

上端筋継手範囲 上端筋継手範囲下端筋継手範囲

Ｌ1

※上端主筋の定着は、やむを得ない場合

上向きとすることができる

鉄骨柱Ｄ

主筋

主筋

地中梁上端筋

地中梁下端筋

30～50

Ｂ．ＰＬ下端

Ｈ
Ｏ

Ｏ
Ｐ

＠
1
5
0

地中梁の主筋、スタッドボルト（スタッドジベル）

による、おさまりに注意する。

鉄骨柱Ｄ

ＨＯＯＰ　2－Ｄ13以上

30～50
Ｂ．ＰＬ下端Ｈ

Ｏ
Ｏ

Ｐ
＠

10
0

150以上

Ｌ
1

ベース下の施工を慎重にする

1

6～8

ハンチ 梁幅 ハンチ

ハ
ン

チ
梁

幅

｛※2－Ｄ

｛ ※
2
－

Ｄ

※一般のあばら筋と同様なものを2本束ねる

Ｄ

イ

8
d

8
d

の拡大図イ

Ｄ＞1,500の場合
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圧接継手

ｈ
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重ね継手

継手の好ましい位置

150以上

0
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2
＋

1
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0
ｈ

　
／

2
＋

15
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0
ｈ
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ｈ
　

2
Ｌ
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Ｌ

Ｌ1

40
0
以

上
4
00

以
上

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄筋

力に対して必要な定着長さが不足

する箇所にに付ける。

並びに梁のせいが小さく、設計応

Ｄ

第1帯筋

150以下

150以下

〃

〃
Ｐ1

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ｐ1

設
計
ピ
ッ
チ
以
下

第1帯筋

イ　Ｈ型（タガ型）

ロ　Ｗ型（溶接型）

ハ　Ｓ型（スパイラル型）

ロ 型 日 型 目 型

6d

135゜

6d

4d

6d

8d

5d以上

10d以上 5d

2d 2d

　は片面溶接10d

12d

12d

15d

Ｌ
Ｌは中間部50dかつ

300以上、末端部の

添巻は1.5巻以上と

する。

Ｌ

12d

Ｌは50d以上かつ300以上とする

柱Ｄ

1
.
5Ｄ

2
Ｌ

2

2Ｌ

2Ｌ

柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一

柱Ｄ

1
.5

Ｄ

2
Ｌ

2
Ｌ

柱幅と斜材幅が異なる

Ｐ
Ｐ

Ｐ

柱脚で斜材となる

梁
Ｄ

柱
Ｄ

2
Ｌ

10
0

10
0

Ｄ

e

帯筋より1サイズ太いもの

又は同サイズ2本

6d

6d

e≦Ｄ／6

6d

Ｄ

e

15d

40
0

Ｌ
1

2
Ｌ

a

a

a＝1.5×（呼び名の数値）

4d

a

4d

a

注1.　1.5dの範囲の柱の帯筋は1サイズ太いものか、又は同サイズ2本巻きとし＠100以下とする。

注1.　第1帯筋は、梁づらに入れる。

注2.　Ｗ型で現場溶接をする場合は
　　　主筋の位置をさける。

注3.　フックおよび継手の位置は、
　　　交互とする。

6φ＠1,000

6φ＠1,000

０Ｌ

ｄ･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　　Ｂ･･･部材の成　　Ｒ･･･直径

ＳＴ･･･あばら筋　　ＨＯＯＰ･･･帯筋　　Ｓ．ＨＯＯＰ･･･補強帯筋　　φ･･･直径又は丸鋼

丸鋼では径、異径鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上
粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25㎜以上

a.丸鋼　　b.あばら筋、帯筋　　c.煙突の鉄筋
d.柱、梁（基礎梁は除く）の出隅部分の鉄筋（右図参照）
e.単純梁の下端筋
f.その他、本配筋標準に記載する箇所

１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう
　　但し上筋と下筋を読みかえる
２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

４．埋戻し土のある場合は40㎜を70㎜とする

Ｗ　の三角壁厚さは、200㎜以上又は地中梁幅とし、
配筋は同厚の壁リストにならう。

1
.5

φ

１（Ｌ　）

Ｐ

Ｌ

Ｌ

０＠･･･間隔　　ｒ･･･半径　　Ｃ･･･中心線　　　　･･･部材間の内法距離　　ｈ　･･･部材間の内法高さ

18以下

※印筋はＤ10＠200とする

(継手範囲)

ＨＯＯＰ

2-D13以上

地
中

梁

（注１　計算によらない場合）

埋
込

み
長

さ
ｈ

＊埋込み長さｈ

　鉄骨柱２Ｄ以上

埋込形

（基礎梁のない側） （基礎梁のある側）

Ｄ以上

注１

割裂防止用Ｕ字筋

40d以上

根巻形

主
筋

の
2
5
dか

つ

2
.
5D

以
上

又
は

計
算

上
必

要
な

長
さ

注）根巻形柱脚を採用

　　する場合には耐力

　　変形、性能などに

　　ついて充分に注意

　　して設計されたもの

柱

ﾊﾟﾈﾙ部分は

0.2%以上とする

両面溶接は5d以上

柱頭補強かご鉄筋

補強かご鉄筋

主筋と同径

補強かご鉄筋

注2.　　　の鉄筋は2－Ｄ13かつ、1サイズ太い鉄筋とする

1

1 1

1

1

a

継 手

　ガス圧接形状

（単位：㎜）

部 位

土に接しない部分

土に接する部分

擁 壁

柱・はり・床スラブ・耐力壁

基 礎 ・ 擁 壁

最小かぶり厚さ設計かぶり厚さ

屋内

屋外

屋内

屋外

（３）

（２）

（４）

（㎜） （㎜）

（１）
40

30

30（20）

40 30

50 40　（30）
（１）

50 40

50 40

70 60

（４）　かぶり厚さ

d

3㎜以下

θ

θ＞80゜

d 1.4d以上

圧接面 圧接面

d／5以下

圧接面

d／4以下

　圧接継手 　重ね継手（下記のいずれかとする）

a≧400

Ｌ

1.5Ｌ　以上

1

1

Ｌ1

1約0.5Ｌ　

かぶり厚さ

ひび割れ誘発目地部など鉄筋の

かぶり、厚さが部分的に減少す

る箇所についても最小かぶり厚

さを確保する。

　１．末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない
　２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする
　３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細いほうの鉄筋の継手長さとする
　４．Ｄ29以上の異径鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない
　５．鉄筋径の差が7㎜を越える場合は、圧接としてはならない

屋根スラブ
床 ス ラ ブ
非 耐 力 壁

柱
は り
耐 力 壁

〔注〕（１）耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて30㎜とすることができる。

　　　（２）耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて40㎜とすることができる。

　　　（３）コンクリートの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認を受けて40㎜とすること

　　　　　　ができる。

　　　（４）軽量コンクリートの場合は、10㎜増しの値とする。

（４）

1.1d以上

　　　（５）（　）内は仕上げがある場合。

20

18以下

ＳＤ295Ａ

ＳＤ295Ｂ

ＳＤ345

30d又は　20dフック付

35d又は　25dフック付

40d又は　30dフック付

27～36

35d又は　25dフック付

40d又は　30dフック付

27～36

ＳＤ390

10dかつ15㎝以上
25d又は15d

フック付
45d又は　35dフック付

40d又は　30dフック付

45d又は　35dフック付

40d又は　30dフック付

35d又は　25dフック付

19φ

Ｄ19 以上

ＳＤ295Ａ・Ｂ

ＳＤ345

ＳＲ235、ＳＲ295

ＳＤ345

ＳＤ295Ａ・Ｂ

ＳＤ390

　折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ235～ＳＤ345の径16およびＤ16以下は3d以上、

　スラブ筋、壁筋には丸鋼は使用しない。

　ＳＤ295～ＳＤ345のＤ19～D38は4d以上、Ｄ41およびＳＤ390は5d以上。

Ｄ16 以下

Ｄ19～Ｄ25

Ｄ29～Ｄ41

10
0
以

上

３．②の鉄筋はＤ13以上とする

Ｈ≦300のときは、※印筋は不用とする

300＜Ｈ≦1000

125以上

125以上
ＨＯＯＰ　2－Ｄ13以上

かご鉄筋で補強、または特記により増強する。

柱、梁の定着L2以上が確保されない場合は

150≧e＞Ｄ／6

Ｈ２２年版 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図S-2
羽曳野市旧浅野家住宅
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締め代30mm

締め代30mm

締め代30mm

締め代30mm

締め代30mm

締め代30mm

１　基礎と土台の緊結

２　柱と基礎（土台）との緊結 ４　通し柱

３　筋違いの仕口

(2)接合及び補強をするに当たっては、接合部位の納まりに適した金物を使用すること。

(1)使用する金物は、（財）日本住宅・木造技術センターの定める規格によるＺマーク表示品

②　座金付きボルト(M16W)を用いて土台と柱を緊結する場合

(b)　緊結方法は次による

①　ホールダウン用アンカーボルトを用いて直接基礎に緊結する場合

埋込位置のマークを確認する。

　（埋込マークの中心ポイント）

(a)アンカーボルトの芯出しは、型板を用いて基準墨に正確に合わせる。

(d)アンカーボルトは、衝撃などにより曲がりが生じないよう、慎重に取り扱う。

　 また、ねじ部分には、損傷・錆の発生・汚れ等を防止するために布、ビニールテープなど

　 を巻いて養生を行う。

(a)通し柱は、次のいずれかによる

(b)通し柱に代わる管柱の補強

①　1階から3階に達する通し柱とする。

②　1階から2階までの通し柱と、2階から3階までの通し柱を組み合わせて使用する場合、

　　当該通し柱と管柱とは接合金物で緊結する。

外周部の主要な隅柱及び構造計算による引抜き応力が大きい2階の柱は、1階の管柱と接合

金物（ホールダウン金物）で緊結する。ホールダウン金物の取付けは、次による。

①　上階の柱及び下階の柱にホールダウン金物を用い、柱の下部及び上部に締め代を取

　　り六角ボルト(M12)、ラグスクリュー(LS12)等で各々取付ける。

②　ホールダウン金物は相互に六角ボルト（M12またはM16）を用い緊結する。

(c)上記(b)以外の構造計算による引抜き応力が小さい2階柱の接合金物は、短ざく金物(S)，

　 ひら金物(SM-40)等のＺマーク表示品、または、これらと同等以上のものとする。

(b)アンカーボルトのコンクリート基礎への埋め込み長さはA-60,A-70については360mm以上、

　 A-40については250mm以上とする。

　 なお、アンカーボルトの先端は土台の上端よりナットの外にねじが３山以上出るように

　 固定する。

(a)柱は、構造計算による引き抜き応力に耐えられるように接合金物（ホールダウン金物）に

　 より基礎または土台と緊結する。ホールダウン金物は、柱の下部に締め代を30mm程度とり

   六角ボルト(M12)、ラグスクリュー(LS12)または太めくぎ(ZN90)にて柱に固定する。

(b)構造用合板を張った耐力壁の場合は(c)に準ずる

(c)隅各部、土台継手及び土台仕口箇所の端部

(d)上記(a),(b)及び(c)以外の部分においては間隔2m以内になるような位置とする

③　山形プレートで土台と緊結する場合、または金物の無い場合

②　ホールダウン金物を座金付きボルト(M16W)で土台と緊結する場合

(c)アンカーボルトは、所定の位置に垂直に敷設されるよう位置出し材を布基礎型枠材に釘

　 打ちし、アンカーボルトを固定してからコンクリートを打設すること。

　 または、これと同等以上のものを使用する。

(1)構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

(1)アンカーボルトの配置

①　ホールダウン金物をアンカーボルト（A-70）で緊結する場合

(a)筋違いを設けた耐力壁の部分は両端柱の外側下部に近い位置を原則とする

(2)施工の際は本標準図の他、｢木造住宅工事共通仕様書(解説付)｣((財)住宅金融普及協会)

　 ｢木造軸組工法住宅　接合部の設計と金物の取付｣((社)日本木造住宅産業協会)等参照のこと。

(2)　アンカーボルトの施工

(3)アンカーボルトの定着のチェック方法

筋違いの仕口は筋違いプレート（BP,BP-2）によって緊結する

A60,A70

角座金  W 9.0×80

丸座金 RW 9.0×90
アンカ－ボルト用

A-40 A-70
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土台
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土台
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ホールダウン

金物

土台

筋違い
90×45

間柱

柱

山形プレート

柱

間柱

土台

山形プレート

A-40 A-40A-40

アンカーボルト
アンカーボルト

土台

R32(2d)

柱

締め代(30mm程度)

土台

アンカーボルト
(A40またはA60)

M16 アンカーボルト
(A40またはA60)

M16
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柱

柱

アンカーボルト
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土台
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中心のポイント
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90×45

土台

筋違いプレート

BP-2

柱（上階）

柱（下階） 柱（下階）

柱（上階）

ホールダウン金物

六角ボルト
M-12またはM-16

胴差、床梁

ホールダウン金物 ホールダウン金物

胴差、床梁

M-12またはM-16
六角ボルト

ホールダウン金物

ホールダウン金物

六角ボルト
M-12またはM-16

ホールダウン金物

柱（上階）

胴差、床梁

柱（下階）

六角ボルト(M12)または
ラグスクリュー(LS12)

ラグスクリュー(LS12)
六角ボルト(M12)または

(3)接合金物の許容耐力一覧表

　太めくぎ

　スクリューくぎ

　柱脚金物

　ひら金物

　ひねり金物

　折曲げ金物

　くら金物

　羽子板ボルト

　かど金物

　山形プレート

　短ざく金物

　かね折り金物

　かすがい

　手違いかすがい

　引き寄せ金物

　　
　　　名　　称 　　　記　　号

　　　　　　　　　　短期許容耐力（kＮ）

　　べいまつ類 　　べいつが類 　　　すぎ類
　　　使用接合具等

ZN 90

ZS 50

PB-33

PB-42

SM-12

SM-40

ST-9

ST-12

ST-15

SF

SS

SB･F,SB･F2

SB･E,SB･E2

CP･L

CP･T

VP

S

SA

C-120

C-150

CC-120

CC-150

HD-B10

S-HD10

HD-B15

S-HD15

HD-B20

S-HD20

HD-B25

S-HD25

HD-N5

HD-N10

HD-N15

HD-N20

HD-N25

0.86 0.77 0.68

0.86 0.77 0.68

1.26 1.14 0.98

1.48 1.34 1.17

11.38 10.40 10.00

22.76 20.80 20.00

1.72 1.54 1.36

4.30 3.85 3.40

ZN 40

ZN 65

1.72 1.54 1.36

2.58 2.31 2.04

5.16 4.62 4.08

5.69 5.20 5.00

4.30 3.85 3.40

5.04 4.56 3.92

5.69 5.20 5.00

1.27 1.18 1.08

11.38 10.40 10.00

17.07 15.60 15.00

22.76 20.80 20.00

28.45 26.00 25.00

7.56 6.84 5.88

12.60 11.40 9.80

20.16 18.24 15.68

22.68 20.52 17.64

29.48 26.68 22.93

　六角ボルト M12(1本)

　六角ボルト M12(2本)

　六角ボルト M12(2本)

　六角ボルト M12(2本)

　六角ボルト M12(3本)

　六角ボルト M12(4本)

　六角ボルト M12(5本)

　太めくぎ ZN65(4本)

　太めくぎ ZN65(12本)

　太めくぎ ZN40(4本)

　太めくぎ ZN40(6本)

　六角ボルト M12(1本)

　太めくぎ ZN65(10本)

　太めくぎ ZN90(8本)

　太めくぎ ZN90(6本)

　太めくぎ ZN90(10本)

　太めくぎ ZN90(16本)

　太めくぎ ZN90(20本)

　太めくぎ ZN90(26本)

　又はﾗｸﾞｽｸﾘｭｰLS12(2本)

　又はﾗｸﾞｽｸﾘｭｰLS12(3本)

　又はﾗｸﾞｽｸﾘｭｰLS12(4本)

　又はﾗｸﾞｽｸﾘｭｰLS12(5本)

※　表値は鋼板添え板による25％割増の値を示す。長期許容せん断耐力の値は表値の1/2とする。

※　べいまつ類：べいまつ・くろまつ・あかまつ・からまつ・つが

　　べいつが類：べいひ・べいつが・ひば・ひのき・もみ

※　算出根拠は、日本建築学会発行の「木質構造設計基準・同解説」による。

　アンカーボルト
M12

M16

   Ｌ＝　・ 400　・ 450　・ 500

  Ｌ＝　・ 600　・ 700　・ 800　・ 900　・ 1000

(3)床組　下記●印で選択した床組を適用する

(4)アンカーボルト　下記●印で選択したアンカーボルトを適用する

※　ラグスクリューLS12は首下長11cm以上とし、柱寸法10.5cm角以上の部材に適用される。

　　す　　ぎ類：とどまつ・えぞまつ・べにまつ・スプルース・すぎ・べいすぎ

注：この図面は、一例を示したものであり、各現場の状況に合わせ変更して使用すること。

１．一般事項

２．金物

３．各部構造の施工上の留意点

S-3

木造在来軸組工法標準納まり図（例）

木造在来軸組工法標準納まり図(1)
羽曳野市旧浅野家住宅
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構造： 一級建築士　第344060号　構造設計一級建築士　第9920号　石倉 和浩

－

2024.06.  

釘のピッチ

303
mm 以内

(1)水平構面の剛性が十分期待できる床の施工（剛な床組）

（1）釘打ち基準

①　種　類：サイズ3×6版以上、厚さ12mm以上の構造用合板を用いる。

⑤　床梁，胴差の仕口補強

　　　柱と床梁・胴差，床梁と胴差の仕口は、金物，ボルトにより十分緊結補強

　　　する。

②　張り方：構造用合板の長手方向を根太と直交させ、かつ千鳥張りとする。

　　　　　　構造用合板の継手は、根太上で突き付け継ぎとし、継目下に受材

　　　　　　(45mm×45mm程度）を設ける。

根太は床梁，胴差に大入れ落とし込みとし、釘(N75,2本)で斜め打ちとするか、

または、根太受け金物を用いて床梁，胴差に留め付ける。

この場合、構造用合板を床梁，胴差に釘で直張りする。

ただし、隅角部では柱があるため構造用合板のコーナーを欠いて釘打ちする。

なお、この場合、火打梁は省略できる。

床梁，胴差に直交する根太は渡りあご掛けとし、釘(N75,2本)で斜め打ちとする。

また、床梁・胴差の際には際根太、または受材を添え付け床板構造用合板の四周辺を固定する。

際根太は床梁・胴差へ釘打ち(N90)間隔303mmで平打ちする。

(b)T字部（外壁屋外側・内壁に構造用合板7.5mmの場合）

７　耐力壁（面材）施工例

④　床根太の寸法は45mm×105mmを標準とし、根太間隔は、455mm以下とする。

　　ただし、断面寸法105mm×105mm以上の甲乙梁を1,820mm内外（１間）の間隔

　　に梁間・桁行き方向に配置する。

(2)標準的な耐力壁（面材）の納まり

　　内部側の入隅に有効面材を貼るために、柱面に半柱

(a)隅角部（屋外・室内側とも構造用合板 7.5mmの場合）

(1)小屋火打梁

(2)小屋筋違い及び桁筋違い・振れ止め

(3)垂木

(4)棟木・母屋

(5)小屋束

(a)隅角部 火打梁は耐力壁線に囲まれた隅角部に設ける。

①　ホールダウン金物の取り付く柱面と直交する

　　柱面に有効面材を伸ばし、釘打ちする。

棟木と第2母屋は、必要に応じて金物等で小屋束に接合する。

小屋束下部と小屋梁あるいは妻梁・桁は、必要に応じて金物等で接合する。

(c)柱の断面寸法が異なる場合の面材の納め方

②　柱を外面に合わせる。内壁側は柱の一部

④　柱は芯合わせとし、外壁側、内壁側とも

③　柱は芯合わせとし、外壁側、内壁側とも

①　柱を外面に合わせる。内壁側は受材で

　　調整し、面材を張る。

　　を欠き取り調整し、面材を張る。

　　受材で調整し、面材を張る。

　　柱の一部を欠き取り調整し、面材を張る。

８　小屋組

②　ホールダウン金物の取り付く柱面と直交する

　　他方向の非有効面材は受材を設けて取付ける。

　　柱面に有効面材を伸ばし、釘打ちする。

　　その上から半柱を釘N75 @300で取付け、その

　　半柱に他方向の面材を釘打ちする。

③　面材の受材に半柱を釘N75 @300で取付け、その

　　半柱に有効面材を釘打ちする。

　　この場合、ホールダウン金物の取付けは、六角

　　ボルトを使い、また、その長さに注意する。

(3)柱にホールダウン金物を使用する場合の耐力壁（面材）の納まり

　　ただし、ホールダウンと面材が干渉するの

(b) Ｔ字部周辺

　　ただし、ホールダウンと面材が干渉するので、

　　使用するホールダウン金物はS-HDとし、受材の

　　大きさに注意する。

①　ホールダウン金物の取付く柱面と直交する柱面に面材を伸ばし釘打ちする。

　　この場合、ホールダウン金物の取付けは六角

　　ボルトを使い、また、その長さに注意する。

③　有効面材をホールダウン金物に干渉しない

　　ように柱面に釘打ちする。他方向の非有効

　　面材は受材を設けて取付ける。

　　で、使用するホールダウン金物はS-HDとし

　　受材の大きさに注意する。

④　面材の受材に半柱を釘N75 @300で取付け、その

　　半柱に有効面材を釘打ちする。他方向の非有効

　　面材は受材を設けて取付ける。

　　その上から半柱を釘N75 @300で取付け、その半柱に他方向の有効面材を釘打ちする。

②　面材の受材に半柱を釘N75 @300で取付け、有効

　　面材を釘打ちする。

耐力壁線の交点が不一致の場合は、その階の水平力伝達に有効な横架材を耐力壁線上に設ける。

ただし、1メートル（約半間）を限度とする。

小屋組の一体化を図るために、小屋束相互及び梁・桁に

またがり筋違い15mm×90mm以上を釘(N50,2本)で平打ちし

固定する。

軒先部や、けらば・棟部の垂木は軒桁・母屋・棟木等の

受材とひねり金物(ST)・折曲げ金物(SF)･くら金物(SS)等

で緊結する。

床梁

隅角部では柱があるため構造用合板の

コーナーを欠いて釘打ちする。
柱

床梁

根太

根太

床梁

床梁

床梁

根太

床梁

根太

(45×105)

洋室 和室

渡りあご掛け

胴差

床梁

洋室 和室

際根太

根太

(45×105)

床梁

胴差

2-CN75

斜め打ち

床梁

際根太

床梁

間柱

胴差

柱

土台

N50 釘

構造用合板(厚さ7.5)

有効面材

半柱

有効面材

胴縁

有効面材

受材

胴縁

プラスターボード

有効面材

半柱

半柱

半柱

有効面材 有効面材

半柱

受材

小屋束

振れ止め

小屋梁

棟木

母屋

小屋梁

軒桁

大入れ落とし込み

根太受け金物

外　部

内　部

受材で固定する

際根太で固定する

有効面材

有効面材

非有効面材

有効面材

非有効面材

有効面材

受材

有効面材

半柱

非有効面材

有効面材

根太方向
(105×105)

1
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際根太掛け代

80mm
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2
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0

30
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1,000mm以内
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1/3

2/3

6㎜以上

3,
0
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0以

下

910

150

1
50

1
50

1
50

1
50

455 455

150

200

内　部 外　部

甲乙梁

(105×105)

胴差

構造用合板

根太

継目下の受材
床板（構造用合板）

（構造用合板）

床板

　　根太受け金物

継目下の受材
根太

構造用合板

床板

（構造用合板）

床板（構造用合板）

根太

根太受け金物

受材
構造用合板(t=12)

根太
畳

床梁

畳構造用合板(t=12)

根太

（構造用合板）

床板

(構造用合板 7.5mm)

（構造用合板 7.5mm）

プラスターボード

N50　釘@150

（構造用合板 7.5mm)
（構造用合板 7.5mm)

t=12mm

t=12mm

受材

受材

受材

胴縁

胴縁

欠き取り

欠き取り

欠き取り

有効面材

有効面材

半柱

受材

有効面材

非有効面材

有効面材

有効面材

半柱を挟む場合、

六角ボルトを用いる。

有効面材

S-HD

受材

有効面材

半柱

有効面材

S-HD

受材

棟木

小屋束

小屋梁

垂木

垂木

６　床組　2階(3階)床

　　　　　　受材等に平打ちする。

　　を釘N75 @300で取付ける。

（長さに注意すること）

桁行き筋違い

③　釘打ち：構造用合板の四周辺は釘(N50)を150mm以下で根太または床梁や胴差、

(a)根太と床梁、胴差の上端高さが同じ場合の施工方法

(b)根太と床梁、胴差の上端高さが異なる場合の施工方法

木造在来軸組工法標準納まり図(2)S-4
羽曳野市旧浅野家住宅
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S-5 構造用合板補強工法（A工法）



構造： 一級建築士大臣登録 第344060号  石倉 和浩
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改修

ﾘﾌﾞ補強ﾘﾌﾞ補強ﾘﾌﾞ補強ﾘﾌﾞ補強

ｽﾗ
ﾌ
ﾞ補

強

ﾘﾌﾞ補強

(RC底盤 補強なし)

F31 F31
F31

F31

F31

DS31 DS31

FG21
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FG21

FS21
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＜長屋棟＞ RC底盤＋土台、柱脚 緊結

ｽﾗﾌﾞ補強

  コン天端 GL＋50

特記なき限り下記による

  FG天端 GL＋300

  FG天端 GL±0

  スラブ天端 GL±0

：RC基礎スラブ 新設（t＝200）

＜長屋棟＞ RC基礎 新設

：RC底盤 補強（t＝150） ：RC基礎梁 新設（BxD＝200×600）

ﾘﾌﾞ補強

基礎底 GL－300

主筋

主筋

：RC基礎梁 新設（BxD＝300～200×300）

　　　柱類を示す

コンクリート天端は、意匠図を確認のこと

：RC底盤の補強（BxD＝150×300）

：RC底盤の補強（BxD＝300×300）

：既設玉石 転用（450φ H＝230）

道路側 Aa, Ab 通り 地覆石は、RC底盤に

1-D13@200 ｱﾝｶｰ筋接合とする
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＜共通事項＞

※劣化している部位は、補修、補強、または交換のこと
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備考柱脚金物

W4.5×40 6kN以下

W6.0×54 11kN以下に～へ

柱脚金物は耐力壁配置図による

角座金仕様

＜土台座金概要＞

A.BLT間隔は @3000mm以内、埋設位置は柱芯から200mm以内とする＜A.BLT概要＞

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 備考柱脚金物符号 定着長

A1

A2

い～へ250mm

い～へM12 250mm 柱脚 ｷｿ緊結型

M12

特記なき限り下記による

：土台 新設（BxD＝120×120）

　　　土台 補強（無等級材 ヒノキ同等品）

梁幅 120、各数値は 梁せい を示す
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：土壁  壁厚 70mm（垂壁）

：土壁  壁厚 70mm（腰壁）

：土壁  壁厚 90mm（腰壁）
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　　　梁類を示し、梁伏図による
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※受領資料および現地調査を基に作成
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壁符号は 下記とする 柱符号は 下記とする

W2W2

470345 655 530

2024.06.  
羽曳野市旧浅野家住宅

S-13

長屋門・蔵

現況 1階 柱、耐力壁伏図



2a3a4a5a

6

1a

24

23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11

10

9 8 7 6

5

4 3 2 1

5b 4b

L

K

J

I

H

G
F

E

D

C

B

A
Aa

E

D

C

B

Aa

Da

Ea

A
Ab

Ac

Bb

Bba

Ｘ

Ｙ

■ 1階 柱、耐力壁伏図  1/100

4,000245

4,0801403,1054,3102,9451,9602,9852,985490

23,000

1
0,

3
65

4
,9

5
5

2
65

4
,9

8
5

1
60

3
,9

60

蔵1棟長屋棟

蔵1棟

蔵2棟

3
5
0

32
0

3
40

1,0001,0001,0001,000

1,0201,0201,0201,0201,0351,0351,0355051,9451,860985980980980980995995995995995995

1
,0

0
0

98
5

98
5

98
5

1
,0

0
0

1,
0
00

9
9
5

99
5

9
9
5

1,
00

0

3
80

1
85

43
0

3
35

1,
1
60

9
9
5

1,
0
72

73
3

26
2

8
1
0

470345 655 530

改修

AW
2

HW
11 HW
22

C11

C11 C11

C11 C11 C11 C11 C11 C11

HW2 HW22 HW22 HW22 HW22

C11

C11

C11

HW
2

HW
2

HW
2

HW
2

C11

C11

C11

AW
6

HW11

H
W2

2

AW2

AW2 AW2

AW
2

C11C11

HW
22

A
W6

AW
2

HW
11

HW
11

HW11 HW11

AW2 AW2

AW
2

BR
1

B
R1

HW22

Exp.J (躯体間隔 50mm＝1/60 以上)

補強壁は 下記とする

　　　既設壁 を示す

　　　補強壁 を示す

　　　垂壁、腰壁 を示す

特記なき限り下記による

　裏桟なし 上下あき半間型

：構造用合板 <A工法 大壁> t=12

　アルミ縦 上下あき半間型

：構造用合板 <A工法 真壁> t=12

：荒壁パネル <受材仕様> t=26 (両面)

：荒壁パネル <受材仕様> t=26 (片面)

：構造用合板 <真壁 受材仕様> t=12 (両面)

：構造用合板 <真壁 受材仕様> t=12 (片面) ：筋かい 45x90 (シングル)

  筋かい（無等級材 ベイマツ）とし、

　　　　　は、筋かい方向を示す

：H12建告1460号 による柱頭・柱脚の仕口金物を示し、

補強柱は 下記とする

：柱 新設（BxD＝120×120）

柱 補強（無等級材 スギ以上）

い～り

　柱頭・柱脚共共通の金物とする。特記なきは「い」とする。

：柱 新設（BxD＝105×105）
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　　　梁類（マツ 無等級材）を示す

　　　通柱を示す

※受領資料および現地調査を基に作成
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